










鮒　佐

つくだ煮

文久２（1862）年創業、佃煮の元祖と呼ばれる鮒佐。創

業者・大野佐吉は釣りに出て時化で佃島に流され

た際、 漁師から振る舞われた雑魚の塩煮に感動。下

総（千葉県）出身だったこともあり、地元の名産品・ 醤

油を取り入れたのが、今日の佃煮につながっているそ

う。「創業から一切製法は変わっておらず、令和の今日

でも竃に薪をくべています。キリッとした醤油味のつく

だ煮は、白米やお酒の旨味を引き立たせ、白米につく

だ煮をのせて、 お湯をかけて頂くお茶漬けもお勧め

です」と五代目大野佐吉さん。

お店の紹介は P.30 地図   P.18-B3

03-3851-7043 9:00～17:00

日・祝

電

住

営

休台東区浅草橋2-1-9

吉　徳

衣裳着親王飾り「春窓雛」

イチオシは今から来年の春が楽しみになるこの商

品。 「宮中の窓から外を眺めると、 縁起の良い松林

に長寿の象徴である鶴が舞い上がる姿が見えます。

明るい木目の台と屏風、 “顔がいのち” の表情と明

るい色使いは和室・洋間を問わずに映えて、 伝統

や気品も感じられ、 一目惚れしていただけるお客様

が増えています」 と本店店長の松本裕司さん。 「吉

徳は伝統的、 現代的、様々な人形を取り揃えており、

実はぬいぐるみでも長い歴史があり、 種類も豊富で

す。 日本の文化の再発見に、 是非ご来店ください」

https://www.funasa.com

甘味みつや

全国で数軒しか生産していない貴重な天然氷を昔な

がらの手動式かき氷機で削り、旬の果物などを丁寧

に炊いたみつやのみつで合わせる「みつ かき氷」。中

でもイチオシは「あんず」。毎年長野県千曲の農園で

スタッフ自ら収穫したあんずを追熟し、こだわりの喜

界島きび糖でシロップ煮にしているそう。「かき氷は

温かい加賀棒茶と塩昆布を一緒にご提供しており、

口休めにすると果物の香りや甘さなどがより楽しめ

ます。一つ一つ手で丸めた白玉とかき氷のセットも人

気ですよ」とディレクターの大久保陽介さん。

久　月

羽子板・破魔弓（銘木シリーズ）

みつ かき氷 あんず

天保６ (1835) 年創業の人形の久月。生まれた子が初

めて迎える正月を祝って、女の子には羽子板、男の子

には破魔弓を贈る風習が江戸時代からあったそうで

す。「羽子板は魔を打ち返し、 破魔弓は魔を破る縁起

物です。銘木シリーズは現代のインテリアに合うよう

に、 木の温かみを大切にしたシリーズ。正月を彩る縁

起物として楽しんで頂ければ幸いです」と八代目代表

取締役兼販売員の横山久俊さん。 「浅草から 2 駅程

離れておりますが、 日本の伝統的な物を幅広く取り

扱っております。是非、足を伸ばしてみてください」

お店の紹介は P.30 地図   P.18-B2

03-5687-5176

https://www.kyugetsu.com/shop/13647

9:15～17:15

無休

電

住

営

休
台東区柳橋1-20-4

お店の紹介は P.24 地図   P.14-B2

03-6802-7710

https://www.instagram.com/kanmi_mitsuya/

平日12:00～17:00
土日祝11:00～18:00

（LO各30分前、完売次第閉店）

（11/1~4/30は9：15～18：00）

不定

電

住

営

休
台東区浅草1-32-13 
松村ビル1F

お店の紹介は P.29 地図   P.18-B1

03-3863-4419

https://www.yoshitoku.co.jp

9:30～17:15
（1/2～5/5は9:30-18:00）

（1/2～5/5までは無休）
不定休

電

住

営

休台東区浅草橋1-9-14 
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